	会議の名称
	令和2年度第2回地域ケア会議地域ケア推進部会

	日　時
	令和3年1月27日（水）
	会　場
	ほっとHOT中条　健康スタジオ

	合同会議
（13:35～）


	１　開会あいさつ　須貝福祉介護課長
２　合同会議議題　進行：渡辺会長
（１）養護老人ホーム入所措置の判定及び報告について…今年度措置なし
　
　意見なし。
（２）第8期高齢者保健福祉計画（案）について
斎藤委員…軽度生活支援事業で行っている雪のけで、今年度はシルバー人材センターで対応ができない部分をNPO法人ふるさと奥山の荘で対応した。来年度以降も相談が来るようならば、計画のところに追記してもらいたい。
→シルバー人材センター『等』へ変更する。

渡辺委員…軽度生活支援事業で行う雪のけの利用者負担は？
→1時間1,080円くらい。シルバーは基本が２時間のため、2,160円くらいであり、そのうち所得によって利用者負担は1割負担等になっている。

　
渡辺委員…雪下ろしの助成は？
→旧黒川村の国道290号線沿いの旧鼓岡と大長谷小学校区が助成対象区域。高齢者のみ世帯への対応が遅れたため、問い合わせ時に企業の紹介を行い対応した。
斎藤委員…移動支援で要介護１、２の人でストレッチャーや車いす以外の人の移動支援の現状は？
→のれんす号等の他の交通機関で対応している。また外出支援を実施している市町村は下越圏域では胎内市のみであり、特殊車輛でないと移動できない人、本来支援が必要な人が利用できないケースがあることから、対象者を要介護３以上へ変更している。要介護１，２で本当に困っているようであれば、声を上げてもらいたい。
丹後委員…胎内市の措置であやめ寮へ入所しているが、地元でなくとも入れるのか？
→高齢者虐待の場合、離す必要がある場合には地元ではない施設に入所するケースがある。今後は本人や家族の意向を確認し、施設の選択ができるようにしていきたい。
丹後委員…要介護１，２の人の養護施設への入所は可能か？
→養護老人ホームの職員は支援員であり、介護の専門職ではない現状。あくまで施設の対応力によって柔軟に入所対応を検討していく。
須貝委員･･･文章中の口腔と咀嚼と同じ意味の言葉があり、統一してもらいたい。
→統一する。
（3）第７期介護保険事業計画における「自立支援・介護予防又は重度化防止に関する取組と目標」の報告
渡辺委員…認定率の分母は？
→高齢者数。年々高齢者数は増えている。
渡辺委員…重症の人は増えているのか？
→高齢者数が増えている中、認定率が大きく上がっていないことから横ばいに推移していると評価している。
渡辺委員…介護サービスのキャパシティは？
→決して人材が潤沢ではない。全国的に言われている通り、介護人材不足がある。そのため担い手作り等の事業を行い、専門職以外でも担える仕組みを作っている。
【裏面へ】
渡辺委員…介護人材不足に対する胎内市の取組は？
→来年度予算は計上していない。胎内市としては、県と連携して支援を行きたいと考えている。
４　その他

意見なし。
（14：20終了）


